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気象業務を支える情報通信システム（後編）

★地球全体の大気を再現する
では、スパコンはどのような計算をするのでしょうか。
天気を予想するためには、まずは現在の大気の状態をインプットしなければな

りません。そのために、気象庁や外国の気象機関から観測データを集め、コンピ
ュータで取り扱いやすいように、規則正しく並んだ格子状に大気を細かく区切っ
たひとつひとつの格子点に気圧、気温、風などのデータをあてはめます。これを
初期値と言います。次に、将来の大気の状態がどうなるか（低気圧や高気圧、台
風などがどのように進み発達・衰弱するか）を予想するために、初期値にさまざま
な大気の現象を表現する数式をあてはめ、未来の大気の状態を計算します。この
計算に用いるプログラムを「数値予報モデル」と呼んでいます。スパコンの中で
は、このモデルにより仮想の地球の大気の状態が再現されているのです。
人間に例えると、食物（観測データ）を食べて、栄養として吸収しやすい形に変

えて（データを
整形）、ばい菌
を駆除（おかし
な値のデータ
を 除 去）し、そ
れを未来を予
測するエネル
ギー源（計算）
とし、予測した
結果を伝える
（文字や図に変
換）ということ
になるでしょう
か。
予報官は、こ

の計算結果を
もとに実際の
天気の経過を
加味して予報
を発表している

数値予報モデルの概念
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のです。発表するのは気象庁（東京都千代田区）や全国各地の気象台（その多く
は県庁所在地にあります）です。

★あなたの町の気象台と予報官
スパコンの計算結果（数値予報）は、気象庁専用の通信回線により全国の気象

台にも届けられます。スパコンは皆さんの町の気象台とつながっているのです。
予報官は、気象台で24時間365日（といっても、一人の予報官が不眠不休で作業
をしていたら体が持たないので交替しながら行っています。）作業を続けているの
です。

★おまけ・・大切な電気
最後に、重要なお話があります。そうです、電気です。
気象庁でも、必要な電気は皆さんの家庭と同じように地域の電力会社から供

給を受けていますが、地震や雷などで電力会社からの電力供給が止まってしまっ
たらどうでしょう。スパコンも通信回線も、電気がないと動かない・つながらない
ですよね。
実は、各地の気象台には発電機があり、停電していても天気予報ができるよう

にしています。こんな風に、目立たない所にも多くの人やモノたちが天気予報の
仕事を支えているのです。
今回は、天気予報の作り方を情報通信システム面から見てみましたがいかがで

したか？皆さんの町の気象台でも施設の見学を受け付けていますし、夏休みお
天気教室なども開催しておりますので、ぜひ、一度遊びに来てください。

もりもと ちかお（大阪管区気象台）
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